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(明治大学商学部教授)
大学博物館の使命は何より最高学府としての高いレベルの調査・研究に基づいてこれを教育に活用するととも
に、その成果を社会に発信することによって、社会における大学のレーゾンデートルを高めることにあると考え
ます。 2004年、アカデミーコモンの地階に従来の商品博物館、刑事博物館、考古学博物館という 3つの博物館
を統合して新たなスタートを切った博物館もすでに 10年が経過しましたc この問、関係諸機関の多くの方々の
ご支援・ご尽力によって、毎年、年間7万人を超える入館者を迎えるまでになっており、明治大学の研究と教育
の独自性を社会に発信する重要な窓口として大きな役割を果たしてまいりました。明治大学博物館が、全凶の私
立大学博物館の中でも特に高い評価を受けておりますのも、当館が収蔵する、 30万点を越える資史料の豊富さ
だけではなく、明治大学が保持する研究資源と研究成果の豊宵きに基づくものであり、これからも博物館は明治
大学の研究・教育と社会へのリエゾン機能を果たしていきます。
さて、 20日年度において当館の特筆すべき展示活動としては、 10J 19日から 12月12日の会期で開催された
特別展「天平の華 東大与と問分寺J(明治大学日本古代学研究所との共催)を挙げることができます。明治大
学は2010年に故前場幸治氏から、「前場コレクション」とも呼ばれております、圏内f:I指の、約1万点にのぼる
瓦コレクションをご寄贈いただきましたc 当館は墨書土器や文字瓦の研究において先進的な実績を上げている明
治大学日本市代学研究所(所長 古村武彦文学部教授)のご支援を受けて、 3年間にわたりコレクションの全容
を明らかにするための整理作業を進めてきましたミ今回の特別展は、「前場コレクション」の中核の一つである
国分寺の瓦に焦点を当ててその研究成果を社会に発信する機会と位置づけることができます。今回の展示は、当
館所蔵コレクションだけではなく、関係諸機関のご協力により、全国各地から貴重な資料を借用し、東大寺と同
分寺の造営という観点から、 Jえが国の律令国家体制の下で花開いた「天平文化」の実像に迫ったものであり、技
が同における古代史研究をリードし、これに新たなエネルギーを生み出す契機をなしたと向い評価をいただいて
おりますっ
また韓同公州市と群馬県みどり市の文化交流事業の一環として韓国公州市にある石壮里博物館において開催さ
れた iH本旧七器の始まり『岩宿jJ展(岩宿博物館との共催 :7月15日-2014年2月2日)において、当館
が所蔵する、日本で最初に発見された旧石器遺跡出土重要文化財を、発掘当時の記録類の実物とともに、海を越
えて韓同で初めて公開することができましたの開催期間中、 8万名を越える韓同の方々に、 1石器時代の日本の
状況をご見学頂きましたc 昨今、日本と韓同との問にはさまざまな障壁が牛ーまれておりますが、こうした文化交
流を通じて、最も近い同l司上がその障壁を乗り越えて、強い幹・相互の信頼が生まれるものと確信しております己
今後、韓国や中国、台湾等のアジア諸国との阿際的交流事業の強化も明治大学の国際化の中で実現されねばなら
ないし、そのカタリストとして当館が果たす役割も大きいと考えております。
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さて、当博物館は旧延岡藩主内藤家伝来の5万点にも達する貴重な藩政史料(内藤家文書)を収蔵しておりま
す。その関係で、毎年、延岡市で公開講演会を開催し、また同市内の小 ・中学生および宮崎県の高校生を対象と
した作文コンテストも 3年間にわたって実施し、その優秀賞・入選者を明治大学に招待するなどの交流事業をお
こなってまいりました。その最終年度に当たる、 2013年度も 8月2日に作文コンテストの授賞式を開催しまし
た。この表彰式には保護者の方々にもご出席いただき、博物館だけではなく大学各機関をご案内し、この交流事
業は地元の新聞各紙に紹介されました。また内藤家が延岡藩主となる以前に長らく入封していた磐城平領(福島
県いわき市)の古文書も当館に寄託されることになりました。今後、この資料の整理・研究に止まらず、いわき
市との交流事業も図っていくことが期待されております。今後は、延岡市 ・いわき市・明治大学の三者交流事業
も検討していく必要があると考えております。
当館は2012年度から「どこでもいつでも見学できるJバーチャル博物館構想の実現を目指し、その第一歩と
して明治大学ユビキタス教育推進本部のご支援の下で特別展のデジタル・アーカイブ化を図ってまいりました。
すでに 2012年度の特別展「氷河時代のヒト・環境 ・文化」に続いて、 2013年度特別展「天平の華 東大寺と国
分寺」についても映像デジタルコンテンツを製作し、当館ホームページでストリーミング公開を致しました。今
後、常設展示のコンテンツを含め、このアーカイブを充実させ、当博物館の社会発信力の強化を図っていく必要
があると考えております。
明治大学博物館は、そのミッションを明確化し、その使命を果たすために博物館の諸活動を絶えず点検・見直
し、改革を進めていくことが博物館という組織の効率性 (e伍ciency)と効果性 (effectiveness)の向上のために
必要不可欠です。その際、博物館も、明治大学という全学的観点から、当館が果たす役割を見つめ直す、という
全体最適化志向が不可欠です。そうした観点から大学の発展のために博物館はいかなる役割を果たすべきか、ま
た果たしうるのかを引き続き検討していきます。そのためにも博物館内部の議論と検討だけではなく、学内の関
係各位・諸機関との積極的な「対話J(dialogue)と「共有される価値の創造J(Creating Shared Value)が不
可欠であると考えております。
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